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水稲品種 「いわて2 1 」 の生育 ・栄養診断基準 と裁培法 ( 追補 )

、      ( 農 試技術部 ・環境部 ・県北分場)
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( 5 ) 「 いわて2 1」 は玄米千粒重が小 さいので、 玄米調製のあ るい目は 1 . 8 5 m m を用

いる。 ただ し、 年次 によ り登熟が悪 く、 未熟粒の混入が多い場合 は1 , 9 m m のあ るい目

を使用する (昭 6 2 )。

3 .指 導上の留意事項

( 1 )苗 の案身は仲びやすいので、 仲ば しすぎな いような育苗管理を行 う。

( 2 )北 部 ・北上川上流地帯の山問部では、 中首や成苗などの葉齢増加首を用い、 生育

の促進を図る。

( 3 )幼 穂形成期の栄養状態 か ら追肥の判断をす る場合次の点に留意 す る。

ア.稲 体室素濃度が栄養診断基準内 またはそれ以下の時 は追肥をす る。

イ.水 稲の生育が抑制されてきた場合 には、 あとで窒素が有効化 す るので、 追肥は

ひかえる。 土塚中のア ンモニア愚窒素が l n g / 1 0 0 g を越 えるときは注意を要する。

( 4 )棄 色測定法、 林周瀬け定法については、 以下の参考事項を参照す る。

ア.水 稲早生品種の栄養診断基準 と利用法 (昭和 6 1年 )

イ.水 稲の間易栄養診断 一S P A D棄緑素計の道応性 ― (昭和 5 9年 )

( 5 ) 「 いわて 2 1 Jは 地力を高め後期栄養を持続させて、 粒重を確保する。

( 6 )い もちの発病 には注意 し適期防除 に努める。 また、 短標で榔数が多 いため、 紋枯

病の被害が出やすいので、 防除基準 に従 つて防除する。

( 7 )幼 穂形成期～減数分裂期の低温時 には深水管理を徹底する。

( 8 )不 構が多発 し、 被害粒 (茶米 )が 増加する ときは、 刈取 り時期 を早める。
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